
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成３１年度がスタートしました  
 

校長 小野満 賢  

【入学式「式辞」より】 

入学のお祝いに私から皆さんに期待することとして、三つの言葉を贈ります。 

第一は、「何事にもチャレンジすること」、第二は、「人を大切にすること」、そして第三は、「感謝の気持ちをもち、それ

を言葉に表すこと」です。 

中学校生活は、小学校の六年間を修了し、義務教育の最後の三年間です。この三年間は、心も身体も大きく成長

する時期です。勉強にスポーツ・芸術に、自らの得意とすることだけでなく、ちょっと苦手と思えることでも、様々なこと

に興味を示し、チャレンジすることで、自分でも気付いていなかった自分の才能を開花させ、大きく成長できると思いま

す。最初からできっこないとか、自分には才能がないとか、決して自分で限界を定めることなく、可能性を信じて様々

なことにチャレンジしてほしいと思います。中学校生活は、皆さんの人生の中で、失敗を恐れずチャレンジできる唯一

の時期かもしれません。 

次に、自分のことを大切にするのと同じように、他人を大切にする心をもってほしいと思います。人からよく評価して

もらいたいとか、何か見返りを求めるのではなく、純粋にまっすぐ人のためになることに努力してほしいと思います。も

ちろん自分がされて嫌なことは人に絶対にしてはいけません。そういう相手を思いやる行動を重ねていくことで、一生

付き合うことになる友との関係がより一層強く結ばれると思います。小さい頃からずっと一緒に育ってきた友だちも多

いと思いますが、中学生となり、今までと違った個性も見えてくると思います。その個性を認め、互いに刺激し合い、高

め合いながら共に大きく成長して欲しいと願っています。 

また、中学生になると、あまり学校や友人のことを話さなくなるということを聞きます。中学生の時期は、自分は、大

人から手助けを受けなくても一人で何でもできるという思いをもちやすくなります。その一方で、本当は、助けてほしい

のに素直に「助けて」と言えない自分にもどかしさを覚える時期でもあります。自分の家族をはじめ周囲の人たちに、

照れくさくて「ありがとう」などと言葉に出せないこともあるでしょう。でも皆さんのためにいろいろと援助してくれる人に

感謝の言葉、たった一言「ありがとう」という言葉を伝えてください。言葉で伝えないと、その気持ちはなかなか伝わり

ません。「ありがとう」という言葉は、魔法の言葉です。たった五文字ですべての思いが伝わるからです。ですから、ち

ょっと無理してでも、家族、友人、地域の方々、そして先生にも言ってみてください。きっといろいろなことがうまくいくき

っかけになると思います。皆さんの行動に期待しています。 

 さて、先日、新たな元号が発表されました。五月一日から始まる新元号「令和」には、冬の寒さの後に春の訪れを告

げ、見事に咲き誇る梅の花のように、一人一人が明日への希望とともにそれぞれの花を大きく咲かせることができる

ように、という願いが込められているそうです。皆さんは記念すべき令和元年の新入生です。一人一人の自分自身の

花をしっかりと育て、大きく咲かせてください。（後略） 

 

新入生を迎える前の日の始業式で私は２年生にこんな話をしました。「いよいよ先輩となります。いろいろな場面でお

手本の姿を見せてください。１年生は学校生活のルールやマナー、挨拶の仕方など、すぐ上の２年生のことをお手本

にします。」 

３年生にはこんな話をしました。「いよいよ最上級生になります。義務教育９年間の最終学年です。皆さんの振る舞い

や物事に対する姿勢が、小中学生全員の目標になります。先生方や、地域の方から期待されることも大きくなります。

その期待に応えられるように、自分でしっかりと考え、判断し、行動できるようにしましょう。」 

 

入学式の日、この日の主役である新入生の後ろで、式の間一切おしゃべりをせず、背筋をピンと伸ばし、姿勢良く座

っている在校生の姿を見て、私はとても感動しました。新入生は後ろを見ないけれど、２・３年生は素晴らしい手本を見

せてくれたと思っています。 

平成３１年度の小笠原中学校は新入生を加え、計５７名でスタートしました。私たち教職員は、家庭と共に考え、歩み

ながら、生徒たちの成長を願い、労を惜しまず、励んで参ります。１年間、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

http://www.ogachu.que.ne.jp/    https://www.facebook.com/ogasawara.jhs 
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 平成３１年度 教職員の異動 学校組織 教育目標  
 

教職員の異動 
〔転出〕 

校  長 新妻   茂 小笠原村立母島小中学校 

副 校 長 鈴木  啓太 八王子市立第七中学校 

主任教諭 萩野  領介 練馬区立大泉西中学校 

教  諭 丸山  大陽 杉並区立向陽中学校 

〔転入〕 

校  長 小野満  賢 府中市立府中第五中学校 

副 校 長 坂本   司 清瀬市立清瀬第二中学校 

主任教諭 佐々木 若葉 武蔵村山市立第二中学校 

主任教諭 宮本  寬信 江戸川区立鹿本中学校 

 

学校組織 

 

教育目標および教育目標を達成するための基本方針 
○ よく学び、考え、行動する人 

○ やさしくたくましい人 

○ 社会の一員として貢献できる人 
 

ア 確かな学力を育むために、望ましい授業態度の保持と家庭との連携を図り、基礎的・基本的な知識及び

技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を育む

とともに、主体的に学習に取り組む態度を養う。 

イ  個性や能力を最大限に伸ばすために個に応じた指導を充実させる。また、特別支援教育コーディネータ

ー及び校内委員会を中心に、家庭やスクールカウンセラー、関係諸機関との緊密な連携を進め、特別支援

教育の充実を図る。 

ウ 人間性を豊かにし、規範意識を高めるために、心の教育及び人権教育を教育活動全体で推進し、道徳性

を養う。異年齢集団を意識的に組織し、生徒会活動や学校行事及び地域の活動等に積極的に取り組ませ社

会性を育成する。 

エ 健康・安全に生活する力を培うために、食に関する理解を深め、自己の健康に対する意識を高めるとと

もに、体を鍛える。教員の研修を充実させ、体力向上に向けた研究開発を推進する。 

オ 社会の変化に対応できる力を高めるために、問題解決的な学習を行い、課題対応能力を育成する。社会

の変化に自立的に対応できる力を養うとともに、キャリア教育を教育活動全体で行い、基礎的・汎用的能

力を育成し、社会的・職業的自立をめざす教育活動の充実を図る。 

カ  開かれた学校の実現を目指し、家庭・地域との連携を密にするとともに、学校関係者評価等を活用して

学校改善を図り、保護者・地域・生徒に信頼される学校づくりを進める。 

 キ 公開授業、ホームページの更新、学校便りの配布等の広報活動を行い、家庭・地域社会・関係諸機関等

と連携し、多様な人々との協働を促す教育活動の一層の充実を図る。 

 ク  系統的な教育活動を進めるために、小笠原小学校、母島中学校、都立小笠原高等学校と研修会や合同行

事、小中高教科交流等を通し、さらなる連携を推進する。 

職  名 氏   名 教  科 学  年  分  掌 

校  長 小野満  賢    経  営 

副 校 長 坂本   司    経  営 

主任教諭 宮本  寛信 技  術 １学年主任・担任 教  務 

主任教諭 福田  憲一 社  会 １年副担任 進路学習主任 

教  諭 黒沢   晶 英  語 １年副担任 生  活 

養護教諭 鈴木 奈留美 養  護 １年副担任 生  活 

主幹教諭 高橋  郁美 理  科 ２学年主任・副担任 教務主任 

教  諭 麻生  直人 保健体育 ２年担任 生  活 

教  諭 小林  政輝 数  学 ２年副担任 教  務 

主任教諭 佐々木 若葉 音  楽 ２年副担任 教  務 

主任教諭 平久保 達弥 家  庭 ３学年主任・副担任 生活指導主任 

教  諭 鈴木 あゆみ 国  語 ３年担任 教  務 

教  諭 山崎  由佳 美  術 ３年副担任 教  務 

主任教諭 山浦  康志 特別支援 ３年副担任 生  活 

事  務 真部 眞由美     事  務 

Ｓ  Ｃ 山口  晃弘       

Ａ Ｌ Ｔ TAVARA RUTH ANN POCSOEN 英 会 話    

用  務 橋本  眞弓       



 離任と着任の挨拶  
 

離任の挨拶 
校長 新妻   茂  

 総大将のほうから、実力ある武将を頼み、仰せ付ける役がありました。「しんがり」という役です。「しんが

り」を残して味方のほとんどが退却するため、その働きを見届ける人はいません。誰が見ていなくても出すべ

き力を出す。真の実力者でなければ務まらない役目です。そんな美学が私にはあるものですから、離任式はや

ってくれるな、４月１日の見送り式の時に自分の口から自らの処遇を生徒たちに言うからと、先生方にわがま

まをお願いしました。小笠原村を離れるわけではありません。移動教室や父母交流、２年生は修学旅行と、み

なさんと会う機会もあります。ひょこっと父島に来ることもありますので、その時には声をかけてください。 
 

副校長 鈴木  啓太  

青い海、クジラ、満天の星空、タコノキやムニンヒメツバキなどの固有種。内地にはないものばかりです。

この３年間ではおがさわら丸が新しくなったり、小笠原小中学校開校５０周年を迎えたり、小笠原の歴史に触

れる機会もありました。そして皆さんの笑顔。こんなにも綺麗なところで３年間過ごせたことは私にとって人

生の宝物になりました。「いってらっしゃい」の言葉とともにおがさわら丸に乗りました。「ただいま」と言え

る日を楽しみに内地でも頑張っていこうと思っています。本当にありがとうございました。 
 

萩野  領介  

船を降りた時、空気の冷たさ、乾燥が久しぶりで、すぐに島の気候が恋しくなりました。でも、満開の桜を

目にしたとき、今までにない感動がありました。こちらで生活していると、徐々に花開いていって、５分咲き、

７分咲き、そして満開と、開花の過程がありましたが、今年はいきなり満開です。人生初の体験に、「桜って

こんなにきれいだったんだ…」と新鮮な気持ちを味わうことができました。冠雪した富士山や夜の明るさなど、

久しぶりの光景に目を奪われる一方、いつも子供と散歩していた美しいビーチや、満天の星空がない、気軽に

接してくれていた島の人たちがいない日常に戸惑っています。うちの子供の生まれ故郷は小笠原です。４月１

日も、保育園で大好きなパンダさんと遊んでいました。お気に入りの場所ばかりの故郷に、時々帰ってきたい

と思います。そのときには、また温かく迎えてください。本当にお世話になりました。 
 

丸山  大陽  

父島での３年間は新たな人生の始まりとして、たくさんの経験をもたらしてくれました。生徒、保護者、地

域の方々、青々とした風土との出会いは、これからの私をいつまでも勇気付けてくれることと信じています。

素晴らしい生徒達に慕われ、幸せに過ごせた３年間に感謝します。新天地にて、父島を思いながら新しい出会

いに期待します。 
 

着任の挨拶 
校長 小野満  賢  

平成２年４月から５年間、母島でお世話になりました。当時に比べ、おがさわら丸がとても大きくなり、速

く、快適になったと実感しています。たったの２４時間で着くなんて驚きです。当時、横断幕を持ってとびき

りの笑顔で迎えてくれた生徒たちが、今やおそらく父となり母となり、子育ての真っ最中なのではないでしょ

うか。縁があって校長となって再び小笠原にお世話になることになりました。直面するどんな困難にも果敢に

立ち向かい、解決に向けて粘り強く挑戦する生徒を育てていきたいと思っています。 
 

副校長 坂本   司  

 青い海と空の中をおがさわら丸は進み、父島に近づくにつれ緑豊かな山々が大きくなってくると、これから

始まる父島での毎日に期待の気持ちが大きくなりました。そして、出迎え式では温かく迎えていただき、大変

感動しました。まだまだ分からないことがたくさんありますが、新たな学校や生活での新たな出会いを大切に

して、小笠原の良さをたくさん学び、副校長として頑張って参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

宮本  寛信  

技術を担当します。２４時間船に乗り、体がゆらゆらしているところでしたが、強い日差しにもかかわらず、

出迎え式で生徒や保護者、地域の方々が歓迎してくださり、元気になりました。本当にありがとうございまし

た。小笠原への異動は三年前から希望をしていましたので、念願が叶い、非常にうれしく思っています。世界

でも稀有な環境の中で、皆さんと一緒に勉強やスポーツができることを楽しみにしております。よろしくお願

いいたします。 
 

佐々木 若葉  

音楽科を担当します。快晴の青い空と美しい海を見ながら降り立った二見港で、小笠原中の皆さんに温かく

迎えていただきとても嬉しく思いました。新しい１年のスタートにあたり、皆さんの学校生活が一層充実した

ものになるようサポートしていきたいと思います。生徒の皆さんをはじめ、保護者・地域の方には島のことな

ど色々と教えていただくことと思います。早くこちらでの生活に慣れて恩返しができるように頑張りますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 



 

 

 第５２回 入学式  
 

 第５２回入学式が平成３１年４月９日（火）に行われました。新たな決意と希望にあふれる２０名の新入生

を迎えました。在校生である２・３年生も、上級生として立派な態度で式に臨みました。 

 

平成３１年度新入生（男子１４名 女子６名 計２０名） 

五十里 圭汰 櫻田  励 池田 環菜  

稲田 琉風 大源 勇士 柏木 美紀  

緒環 良吹 髙瀨 陽介 木村 和海  

風間 大熙 林 鈴之助 工藤 甘実  

柏木 瑞紀 村上 弦汰 富田 夏未  

片岡 厚仁 横山  翔 松原 有咲  

小林 佑司 𠮷田  樹   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月の主な予定  
 

８日（月）始業式 

９日（火）入学式 

１０日（水）生徒会オリエンテーション 

新入生歓迎レクリエーション 

１１日（木）安全指導 身体計測 

１２日（金）避難訓練 保護者会 尿検査（一次） 

 自転車安全点検 

１５日（月）保護者面談(始) 交通安全教室 

１６日（火）心臓検診（１年） 

１７日（水）食育講話 芝生の日 

１８日（木）全国学力・学習状況調査（３年） 

１９日（金）歯科検診 

２３日（火）お弁当の日  尿検査（二次） 

２４日（水）生徒総会 バドミントン部壮行会 

２５日（木）体験セーリング（１・２年） 

  修学旅行保護者説明会 ＰＴＡ総会 

２６日（金）村学力テスト 

２７日（土）こどもまつり 

２８日（日）バドミントン部遠征出発 

２９日（月）昭和の日 

 

新入生 誓いの言葉 

 

 長かった冬も終わり、暖かい春がやって来ました。島のあちらこちらにビーデの花が咲きほこ

り、木々の枝には新しい命が芽生え始めています。 

 この良き日に、私たち新入生２０名は小笠原中学校に入学します。私は、今日から始まる中学

校生活がとても楽しみで、この日を迎えるのが待ち遠しく、入学式までの日数を指折り数え、待

っていました。 

 さて、中学校生活を迎えるにあたって、私たちは新たな決意を胸にこの式に臨んでいます。私

は、部活動と勉強の両立を目指していきます。私たちが生活していく上では、同時に複数のこと

に取り組まなくてはいけないことがたくさんあります。将来、多くのことを同時に行えるように

するために、部活動の練習と勉強を両立させ、どちらも良い成績を残せるよう頑張ります。 

 また、これからお世話になる先生方や上級生の皆さんへの感謝の気持ちを忘れず、豊かな人間

関係を作ることで、３年間を楽しく過ごしたいと思っています。先生方や上級生の皆さんには、

授業や部活動、委員会など多くの場面でお世話になります。先生方、ご迷惑をお掛けすることも

あるとは思いますが、温かくも厳しいご指導をよろしくお願いします。上級生の皆さん、中学校

のことはまだまだ何も分からない私たちですが、１日も早く中学校生活に慣れていきますので、

どうぞよろしくお願いします。 

 私たち新入生２０名は、中学校での３年間の生活を通し、自分の将来の希望を見つけ、なりた

い人間により近づくことを目指し、小笠原中学校の生徒として、夢に向かって一歩ずつ確実に歩

んでいくことをここに誓います。 

平成３１年４月９日 新入生代表 池田 環菜 


